
「羽田空港発着枠の配分基準検討懇談会」について 

 

 

１．趣旨 

 

羽田空港等の混雑空港の使用については、5 年ごとに、従前の使用状況に配慮しつ

つ発着枠の配分の見直しを行うこととされており、平成 22年（2010年）2月に 5年の

期限が到来することとなっている。一方、同年 10月末の供用開始を目指して進められ

ている羽田空港の再拡張事業の完了により、旺盛な航空需要を背景に既に限界に達し

ている羽田空港の発着能力は飛躍的に拡大し、現在の 30.3 万回／年から 40.7 万回／

年に段階的に増加することとなっている。 

これまで、羽田空港の発着枠の配分については、新規航空会社の参入・拡大を通じ

た競争促進と、地方ネットワークの維持・形成を図ることを基本とし、新規航空会社

への優先的な配分を行うとともに、ミニマムのネットワークの維持・形成のための措

置を講じてきた。この結果、利用可能な航空会社の増加、運賃の低廉化・多様化、需

要の喚起等、利用者利便向上の果実が実っている一方、米国サブプライム問題に端を

発する景気の後退等により航空会社にとって厳しい経営環境が続く中、地方路線の廃

止や減便により国内航空ネットワークの縮小が進行してきている。 

このような我が国航空事業をとりまく状況を踏まえ、航空局長の私的懇談会として

「羽田空港発着枠の配分基準検討懇談会」を開催し、羽田空港の発着枠が抜本的に増

加する 2010 年以降の新たなステージにおける羽田空港の国内線の発着枠の配分のあ

り方について、基本的な考え方の整理のための検討を行うこととする。 

 

２．主な検討事項（予定） 

 

○新規優遇枠の必要性・規模等、新規航空会社の参入・拡大を通じた競争促進のあり

方。 

○地方ネットワーク維持・形成のための方策、小型機の乗り入れに係る取扱い等、地

方航空ネットワークの維持・形成のあり方。 
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